
元
・
み
、
諸
帝
の
文

　
　

丿
元
。
史
叢
競

學の

　
　
　
　
　
　
　

三
、
文

　

宗
（
上
）

　
　
　

文
宗
皇
帝
圖
帖
穆
爾
の
好
文
に
つ
い
て
は
'
　
■
ｕ
づ
そ
の
奎
章

　
　

閣
に
つ
い
て
語
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
奎
章
閣
と
は
文
宗
９
學
聞
所

　
　

で
あ
っ
て
、
「
元
史
百
官
志
」
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
。

　
　

「
儒
臣
・
に
命
じ
て
経
史
の
書
を
進
め
し
め
、
帝
王
Ｑ
治
を
考
ふ

　
　

る
こ
と
」
を
職
掌
と
す
る
と
ご
ろ
で
あ
る
。
そ
の
位
置
は
、
「
榛
ｙ

　
　

耕
録
」
’
　
　
べ
に
、

　
　
　

天
暦
初
、
建
奎
章
閣
於
西
宮
興
聖
殿
之
回
廊
、
篤
屋
三
間
、

　
　
　

一
高
明
敞
爽
、
南
間
以
頑
物
、
中
間
諸
官
入
直
所
、
北
間
南
郷

　
　
　

設
御
座
、
左
右
列
珍
玩
、
命
葦
玉
内
司
掌
之
。
、

　
　

と
見
え
る
や
う
に
、
西
宮
興
聖
殿
の
西
廊
に
。
あ
り
、
南
北
三
七

2
2
9

　

き
り
の
建
物
で
あ
っ
た
’
・
朱
僕
氏
０
．
「
元
大
部
宮
殿
圖
考
」
に
よ

コぐ一
－
‐

こ1ｒ
口

Ｊ

幸
～
次

　

郎

れ
ば
、
今
の
北
・
海
公
園
、
す
な
は
ち
営
時
ｏ
萬
歳
山
の
。
西
側
に

あ
っ
た
離
宮
が
、
興
聖
宮
で
あ
り
、
。
そ
の
正
殿
か
興
聖
殿
で
・
あ

る
ぐ
そ
の
西
廊
と
い
へ
ば
、
。
今
の
北
京
圖
書
館
の
西
北
ぐ
ら
ゐ

に
営
る
か
。
北
京
の
掌
故
に
詳
し
い
人
に
は
、
況
が
あ
ら
う
。

　

。
文
宗
が
ど
の
閣
を
開
い
た
ｏ
は
、
部
位
の
翌
年
で
あ
っ
た
。

す
な
は
ち
。
「
元
史
」
ｏ
文
宗
紀
を
案
ず
る
’
に
、
燕
眠
木
兄
に
擁

立
さ
れ
た
文
宗
が
、
江
陵
か
ら
大
都
に
来
て
帝
位
に
っ
い
た
一
の

は
、
天
暦
元
年
の
九
月
で
あ
る
が
、
翌
二
年
二
月
の
條
に
は
、

　

立
奎
章
閣
學
士
・
院
、
秩
正
三
蔵
、
以
翰
林
學
士
承
旨
忽
鄙
魯

　

都
見
迷
失
、
集
賢
大
學
士
趙
世
延
、
並
篤
大
學
士
、
侍
御
史

　

撒
迪
こ

　

奉
各
一
員
、

と
見
え
、
ま
た
三
月
の
條
に
は
、

-
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壬
申
、
設
奎
章
閣
授
経
郎
二
員
、
職
正
七
品
、
以
動
奮
貴
戚

　

子
孫
、
及
近
侍
年
幼
者
肆
業
、

と
見
え
る
。
つ
ま
り
蒙
古
人
大
臣
の
子
弟
に
、
漢
書
を
教
へ
る

こ
と
も
こ
の
閣
で
行
は
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
０
掛
･
=
＼
Ａ
)
し
て

授
鰹
郎
が
置
か
れ
た
０
で
あ
っ
た
。
‐
最
初
に
授
経
郎
に
任
ぜ
ら

れ
た
０
は
傷
侯
斯
で
あ
っ
て
、
欧
陽
玄
の
書
い
た
佻
斯
０
墓
誌

箆
ａ
蓉
作

　

天
暦
・
二
年
秋
、
文
宗
開
奎
章
閣
、
置
授
経
郎
、
敦
動
奮
大
臣

　

子
孫
於
宮
中
、
公
首
被
選
、

と
見
え
る
C
i
ま
た
蘇
天
爵
も
、
こ
の
閣
の
授
鰹
郎
に
任
ぜ
ら
れ

た
こ
と
が
あ
る
む
ね
、
そ
ｏ
「
恭
践
御
書
奎
章
閣
記
碑
本
」
に

％
ベ
ベ
Ｊ
心
見
え
て
ゐ
る
。

　

と
こ
ろ
で
営
時
文
宗
は
、
兄
な
る
明
宗
が
漠
北
か
ら
還
都
す

る
迄
、
暫
時
天
子
０
職
務
を
代
行
す
る
と
い
ふ
立
て
前
で
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
奎
章
閣
の
新
設
に
開
す
る
人
事
に
つ
い
て
も
、

兄
に
報
告
し
て
ゐ
る
。
「
明
宗
紀
」
の
二
月
の
條
紀
、

　

是
月
、
文
宗
立
奎
章
閣
學
士
院
于
京
師
、
遣
人
以
除
目
来
奏
、

　

帝
並
従
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

と
見
え
る
０
は
、
そ
れ
で
あ
る
が
、
や
が
て
そ
０
年
０
八
月
、

還
郡
の
愈
中
な
る
｀
兄
を
、
王
忽
察
都
β
地
で
弑
し
、
‐
上
都
で
再

ぴ
即
位
す
る
と
、
さ
っ
そ
く
奎
章
閣
の
攘
張
を
行
っ
た
。
再
び

「
文
宗
紀
」
を
案
｡
≪
ｕ
る
に
、
明
宗
が
「
暴
か
に
崩
じ
た
」
の
は
八

月
０
庚
辰
で
あ
り
、
文
宗
の
復
位
は
そ
れ
か
ら
十
八
日
目
０
己

亥
の
日
で
あ
る
が
、
更
に
そ
れ
か
ら
四
日
目
の
壬
寅
に
は
、

　

陸
奎
章
閣
學
士
院
秩
正
二
品
、
‘
更
司
籍
郎
篤
業
玉
署
、
秩
正

　

六
品
、

と
記
し
て
ゐ
る
。
「
奎
章
閣
學
士
院
０
秩
を
正
二
品
に
陸
す
」
と

は
、
創
設
０
際
に
は
正
三
品
で
あ
っ
た
も
？

し
た
こ
と
申
す
迄
も
な
い
が
、
「
奎
章
閣
學
士
院
」
ヽ
と
い
ふ
若
柳

も
、
こ
０
際
に
定
ま
っ
た
も
０
ら
し
く
、
そ
れ
迄
は
軍
忙
「
奎

章
閣
」
と
柳
し
ち
陶
宗
儀
の
「
１
　
耕
録
」
Ｊ
に
ヽ

　

初
名
奎
章
閣
、
階
正
三
品
、
隷
東
宮
属
官
、
後
文
宗
復
位
、

　

乃
陸
篤
奎
章
閣
學
士
院
、

　
　
　

。

と
い
ふ
０
は
ど
の
間
の
消
息
を
さ
す
の
で
あ
占
う
。
ま
た
「
檀

耕
鎌
」
に
、
始
め
は
「
東
宮
の
属
官
に
隷
し
て
ゐ
た
」
と
い
ふ

０
も
、
説
明
の
っ
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
漠
北
で
即
位
し
た
明
宗

は
、
弟
の
文
宗
を
皇
太
子
と
し
て
扱
ひ
ｍ

'
文
宗
も
ま
た
表
面
そ

れ
を
承
認
し
て
ゐ
た
。
そ
の
た
め
奎
章
閣
も
皇
太
子
の
官
属
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
ｘ
に
至
っ
て
、
天
子
直
腸
０
官
署

と
し
て
峻
格
が
行
は
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
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ま
た
「
司
籍
郎
を
茎
玉
署
と
改
む
、
秩
は
正
六
品
」
と
い
ふ

０
は
、
「
百
官
志
」
に
奎
章
閣
學
士
院
の
所
湯
と
し
て
あ
げ
る

「
茎
玉
内
司
」
で
あ
っ
て
、

　

草
玉
内
司
、
秩
正
三
品
、
天
暦
二
年
始
置
、
掌
奎
章
圓
書
賓

　

玩
、
及
凡
常
御
之
物
、

と
い
ふ
。
つ
ま
り
奎
章
閣
０
国
書
器
物
を
出
納
す
る
掛
り
で
あ

り
、
天
子
の
司
書
官
で
あ
っ
た
。
奎
章
閣
の
皆
書
博
士
で
あ
っ

た
柳
九
思
０
「
宮
詞
」
に
は
、

　

四
海
昇
平
一
事
無
、
常
參
已
散
集
諸
儒
、
傅
宣
草
玉
看
名
書
、

　

先
進
開
元
納
諌
国
、

と
い
び
、
そ
０
自
注
に
、

　

凡
御
覧
法
書
名
書
、
草
玉
内
史
掌
之
、

と
見
え
る
。
５
四
心
ま
た
「
檀
耕
録
」
に
も
、
「
左
右
貧
は
珍

　
　

玩
を
列
し
、
翠
玉
内
司
を
し
て
掌
ら
し
む
」
と
見
え
る
こ
と
は
、

　
　

既
に
引
い
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

更
に
ま
た
壬
寅
が
ら
四
日
自
の
乙
巳
に
は
、

　
　
　

立
話
文
監
、
秩
従
三
品
、
隷
奎
章
閣
學
士
院
、
叉
立
蓼
林
庫

　
　
　

廣
成
局
、
皆
隷
蓼
文
監
、

　
　

と
ヽ
奎
章
閣
學
士
院
。
０
附
属
官
栂
と
し
て
蓼
文
監
が
、
ま
た
更
‐

Ｊ

　

に
話
文
監
の
附
属
と
し
て
蕗
林
庫
と
廣
成
局
が
設
置
さ
れ
た
。

「
百
官
志
」
に
、

　

蕗
文
監
、
秩
従
三
品
‥
天
暦
二
年
置
、
専
以
國
語
敷
譚
儒
書
、

　

及
儒
１
　
之
合
校
離
者
、
倖
蒙
治
之
、

ま
た蓼

林
庫
*
秩
従
六
品
、
　
　
］
｛
掌
貯
蔵
書
籍
、
天
暦
二
年
始
置
、

ま
た

　

廣
成
局
、
秩
七
品
、
掌
傅
刻
経
籍
及
印
造
之
事
、
天
暦
二
年

　

始
置
、

と
見
え
る
や
う
に
、
蕗
文
監
は
天
子
の
編
纂
局
、
蕗
林
庫
は
書

庫
、
廣
成
局
は
印
刷
局
で
あ
る
。
な
ほ
「
百
官
志
」
に
よ
れ
ば
、

も
う
一
つ
唇
文
監
０
附
属
と
し
て
血
書
博
士
が
あ
る
。
こ
れ
は

　

監
１
　
博
士
、
秩
正
五
品
、
天
暦
二
年
始
置
、
品
定
１
　
書
、
揮

　

朝
臣
之
博
識
者
篤
之
、

で
あ
っ
て
、
。
書
書
鑑
定
０
掛
り
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
か
く
、
部
局
０
増
設
と
共
に
、
職
員
の
増
員
も
行
は
れ

旨
學
士
二
人
、
供
奉
學
士
二
人
、
參
書
二
人
、
非
嘗
任
省
毫

翰
林
、
及
名
進
士
、
不
得
居
是
官
、
明
年
増
置
大
學
士
二
人
、

典
籤
二
人
、
典
籤
従
六
品
、
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認

　

と
見
え
、
大
學
士
が
二
員
か
ら
四
員
に
ふ
ぇ
た
の
を
始
め
、
属

　
　

僚
も
増
員
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
こ
０
．
噌
員
は
必
ず
し
も
こ
の
月

　
　

の
こ
と
と
は
限
る
ま
い
が
、
要
す
る
に
文
宗
の
天
子
と
し
て
の

　
　

位
置
が
確
定
す
る
と
共
に
、
さ
っ
そ
く
行
っ
た
政
務
は
、
杢
章

　
　

閣
の
陸
格
と
披
張
で
あ
っ
た
。
さ
う
し
て
翌
九
月
、
文
宗
が
大

　
　

都
に
還
幸
す
る
と
、
ま
づ
か
０
「
経
世
大
典
」
纂
脩
の
命
が
閣

　
　

臣
に
下
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
タ
る
年
、
即
ち
至
順
二
乍
に
は

　
　

御
筆
の
「
令
章
閣
記
」
が
、
石
に
刻
さ
れ
て
閣
に
建
て
ら
れ
、

　
　

閣
創
建
０
趣
旨
を
中
外
に
示
し
か
。
文
は
侍
書
學
士
虞
集
の
代

　
　

作
で
あ
っ
て
、
「
道
園
學
古
録
」
び
一
に
見
え
る
。
い
は
く
。

　
　
　
　
　
　

全
章
閣
記
本
勅
祀
草

　
　
　

大
統
既
正
、
海
内
定
で
廼
稽
古
右
文
、
崇
徳
楽
道
、
以
天

　
　
　

暦
二
年
三
月
、
作
令
章
之
閣
、
備
燕
間
之
居
、
将
以
淵
潜
泗

　
　
　

思
、
緯
煕
典
學
、
廼
置
學
士
員
、
伴
頌
乎
祖
宗
之
成
訓
、

　
　
　

母
忘
乎
創
業
之
堰
難
、
而
守
成
之
不
易
也
、
叉
仲
陳
夫
内
聖

　
　
　

外
王
之
道
、
興
亡
得
失
之
故
、
而
以
自
倣
焉
、
其
篤
閣
也
、

　
　
　

因
便
殿
之
西
庶
、
揮
高
明
而
有
容
、
不
加
飾
乎
釆
彭
、
不
重

　
　
　

努
於
土
木
、
不
過
啓
戸
隔
以
順
清
煥
、
樹
皮
閣
以
棲
圖
書
而

　
　
　

已
、
至
於
器
玩
之
陳
、
非
古
制
作
中
法
度
者
、
不
得
喪
列
、

　
　
　

其
篤
處
也
、
鉢
歩
戸
庭
之
間
、
而
清
蔽
逡
密
、
非
有
朝
會
祠

　

享
４
　
巡
之
事
、
幾
無
一
日
而
不
御
於
斯
、
於
是
宰
輔
有
所
奏

　

請
、
宥
密
有
所
圖
回
、
浮
臣
有
所
繩
糾
、
侍
従
有
所
飢
替
、

　

以
次
入
對
、
従
容
密
勿
、
蓋
終
日
焉
、
而
聾
色
狗
馬
、
不
軌

　

不
物
者
、
無
因
而
至
前
矣
、
自
古
聖
明
叡
知
、
善
於
悄
心
養

　

紳
、
而
培
本
浚
原
、
乏
座
萬
爰
而
不
窮
者
、
未
有
易
乎
此
考

　

也
、
巷
聞
、
天
有
恒
運
、
日
月
之
行
不
息
矣
、
地
有
恒
勢
、

　

水
土
之
載
不
直
矣
、
人
君
有
恒
居
、
則
天
地
民
物
、
有
所
係

　

屈
而
不
易
矣
、
居
是
閣
也
、
静
焉
而
天
篤
て
動
焉
而
天
弗

　

逢
、
庶
乎
有
道
之
鎬
、
以
保
我
子
孫
黎
民
於
無
窮
哉
、
四
月

　

日
記
、

こ
の
文
は
「
彊
耕
録
」
に
も
録
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
は
最
後
０
日

づ
け
の
と
こ
ろ
が
、

　

至
順
辛
未
孟
春
二
月
記
、

と
な
つ
て
ゐ
る
。
「
元
史
文
宗
紀
」
に
、

　

二
年
正
月
己
卯
、
御
製
奎
章
閣
記
、

と
あ
る
の
に
照
す
と
、
も
と
よ
り
「
傾
耕
録
Ｌ
が
正
し
く
、
「
學

古
録
」
の
「
四
」
の
字
は
、
何
か
の
字
の
く
づ
れ
た
も
の
で
あ

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
閣
記
は
、
文
こ
そ
虞
集
０
代
作
で
あ
る
が

書
は
帝
が
親
し
く
翰
墨
を
御
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
○
書
法
の
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め
i
j
た
さ
を
、
営
時
の
諸
臣
は
季
っ
て
た
ゝ
へ
て
ゐ
る
が
、
そ

の
こ
と
は
後
に
温
べ
る
と
し
て
、
こ
の
文
の
内
容
は
、
閣
創
建

の
意
義
を
説
い
た
も
の
と
し
て
、
甚
だ
注
目
す
べ
き
も
０
を
も

っ
て
ゐ
る
・

　
　
　
　
　
　
　

”

　

す
な
は
ち
開
閣
の
目
的
は
、
「
古
を
稽
へ
文
を
右
め
、
徳
を

ば
崇
び
道
を
ば
楽
し
む
」
こ
ど
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た

め
「
學
士
の
員
を
置
き
」
、
ま
づ
第
一
に
は
、
「
祖
宗
０
成
訓
を

頌
せ
し
て
、
創
業
の
烈
難
を
忘
る
母
か
ら
む
」
。
こ
れ
は
こ
の

閣
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
漢
化
主
義
、
そ
れ
に
向
っ
て
一
部
か

ら
放
た
れ
さ
う
な
攻
撃
を
^
f
e
■
^
ん
ぱ
か
り
、
「
祖
宗
の
成
訓
」
す

な
は
ち
蒙
古
固
有
の
も
の
を
捨
て
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
、

い
や
そ
れ
ど
そ
第
一
に
尊
重
す
る
と
像
防
線
を
張
っ
だ
の
で
あ

ら
う
。
と
こ
ろ
で
「
而
う
し
て
守
成
の
易
か
ら
ざ
る
」
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
あ
り
、
薙
漫
を
遵
守
す
る
だ
け
で
は
立
ち
ゆ
か

ぬ
こ
と
も
あ
る
、
さ
れ
ば
そ
の
う
へ
「
叉
に
夫
の
内
聖
外
王
の

道
と
、
興
亡
得
失
の
故
を
陳
べ
し
め
て
、
自
ら
の
倣
め
と
は
せ

ん
」
と
は
す
る
。
「
内
聖
外
王
０
道
」
と
は
、
中
す
迄
も
な
く
儒

の
道
の
こ
と
で
あ
り
、
「
興
亡
得
失
の
故
」
と
は
、
漢
土
に
お
け

る
興
亡
得
失
０
ふ
る
ご
と
を
い
ふ
こ
と
、
申
す
迄
も
な
い
。
こ

が
、
そ
れ
を
か
く
用
意
周
到
な
い
ひ
方
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。

な
ほ
文
宗
は
、
漢
法
尊
重
０
理
由
を
常
に
自
ら
は
守
成
の
君
で

あ
る
鮎
に
求
め
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
よ
り
さ
き
、
至
順

元
年
の
三
月
、
忽
鄙
魯
都
兄
迷
失
以
下
、
奎
章
閣
の
職
員
が
、
’

い
か
か
る
事
情
で
あ
つ
た
か
、
躊
職
を
願
ひ
出
た
時
に
も
、
次

の
や
う
に
さ
と
し
て
ゐ
る
。

　

奎
章
閣
學
士
忽
鄙
魯
鄙
見
迷
失
、
撒
迪
、
虞
集
斟
職
、
詔
論

　

之
曰
、
昔
我
祖
宗
、
客
知
聡
明
、
其
於
致
理
之
道
、
自
然
生

　

知
、
殷
以
統
緒
所
傅
、
賓
在
砂
躬
、
夙
夜
憂
鰹
自
惟
、
早
歳

　

践
渉
難
阻
、
親
我
祖
宗
、
既
乏
生
知
之
明
、
於
國
家
治
腰
、

　

豊
能
周
知
、
故
立
奎
章
閣
-
　
ｍ
學
士
員
、
日
以
祖
宗
明
訓
、

　

古
昔
治
乱
得
失
、
陳
況
於
前
ヽ
使
朕
楽
於
聴
聞
、
卿
等
其
推

　

所
學
、
以
稀
朕
意
、
其
勿
復
僻
、

　

つ
ま
り
、
「
昔
わ
が
祖
宗
は
容
知
聡
明
に
ま
し
ま
せ
し
か
ば
、

政
治
０
道
に
於
て
も
、
お
の
づ
と
生
れ
な
が
ら
に
知
-
　
■
Ｍ
せ
し

が
」
、
崖
は
か
ｘ
る
「
生
知
の
明
に
乏
し
け
れ
ば
」
、
こ
の
閣
を

開
き
、
「
日
に
祖
宗
の
明
訓
と
、
古
昔
の
か
m
得
失
と
を
、
わ
が

前
に
陳
況
せ
し
め
む
と
す
」
と
、
い
ふ
０
で
あ
る
。

　

さ
て
話
を
閣
記
に
も
ど
せ
ば
、
そ
の
建
物
は
「
便
殿
の
同
座

Ｊ

　

の
閣
を
置
い
た
趣
旨
は
む
し
ろ
そ
の
方
に
こ
そ
あ
る
で
あ
ら
う

　
　

を
因
ひ
」
、
。
つ
ま
り
興
聖
宮
の
西
廊
を
そ
の
ま
Ｘ
利
用
し
た
の
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訂

　

で
あ
る
か
ら
、
「
采
も
断
も
飾
り
を
加
へ
す
、
重
ね
て
土
木
を
努

　
　
　

は
さ
す
」
、
た
だ
「
戸
と
鰯
を
啓
い
て
清
さ
煥
さ
を
順
ぎ
度
閣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
・

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　
　
　
　

ｊ
♂

　
　
　

つ
ま
り
書
架
を
「
樹
て
て
圖
書
を
棲
く
の
み
」
で
あ
り
、
「
器
玩

　
　
　

０
陳
に
至
っ
て
は
、
法
度
に
中
ひ
し
古
制
作
に
非
る
か
ぎ
り
、

　
　
　

列
に
在
る
を
得
ず
」
と
い
ふ
の
は
、
要
す
る
に
す
っ
か
り
支
那

　
　
　

風
な
陳
設
に
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
書
書
の
観
賞
が
盛
ん
に
行

　
　
　

は
れ
た
こ
と
は
、
後
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
が
、
宋
の
宣
和
に

　
　
　

な
ら
っ
て
古
器
物
も
蒐
集
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
資
料
を

　
　
　

得
ぬ
。
さ
う
し
て
、
朝
會
、
祭
祀
、
巡
狩
と
い
ふ
や
う
な
大
事

　
　
　

件
が
な
い
限
り
、
天
子
は
「
幾
ど
一
日
と
し
て
斯
に
御
せ
ぬ
こ

　
　
　

と
は
た
い
」
。
案
す
る
に
柳
九
思
の
「
宮
詞
」
に
、

　
　
　
　

儒
臣
春
直
奎
章
閣
、
玉
陛
牙
牌
報
未
時
、
仙
杖
已
廻
東
内
去
、

　
　
　
　

牡
丹
花
畔
得
園
棋
、

　
　
　

と
見
え
そ
の
自
注
に
、

　
　
　
　

上
日
御
奎
章
、
報
木
時
、
則
還
内
殿
矣
、

　
　
　

と
い
ふ
。
つ
ま
り
「
未
時
」
午
後
二
時
ま
で
は
、
毎
日
こ
ｘ
に
ゐ

　
　
　

た
の
で
あ
る
。
そ
０
た
め
「
宰
輔
の
奏
請
、
宥
密
の
圖
回
、
静

　
　
　

臣
の
繩
糾
、
侍
従
の
猷
替
」
み
な
こ
ｘ
で
聞
か
ぬ
は
な
い
。
而

　
　
　

し
て
「
聾
色
狗
馬
」
の
や
う
な
「
不
軌
不
物
」
の
も
０
、
つ
ま

　
　
　

り
今
迄
○
蒙
古
人
の
・
好
ん
だ
や
う
な
も
の
は
「
前
に
至
は
れ
る

因
も
無
い
」
。
最
後
に
、
か
く
「
人
君
に
恒
の
居
あ
れ
ば
、
天
地

民
物
係
泌
す
る
と
こ
ろ
あ
り
て
易
ら
す
」
と
い
ふ
の
も
蒙
古
風

０
生
活
は
「
恒
居
」
が
な
い
０
に
あ
た
っ
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。

　

さ
て
、
こ
０
堂
々
た
る
主
張
を
か
ｘ
げ
た
奎
章
閣
で
は
、
ど

う
い
ふ
事
業
が
行
は
れ
た
か
。

　

ま
づ
行
は
れ
た
０
は
、
編
纂
事
業
で
あ
る
。
こ
と
に
そ
の
中

心
と
な
っ
た
０
は
、
か
０
「
経
世
大
典
」
で
あ
っ
て
、
前
に
も

ち
よ
っ
と
鯛
れ
た
や
う
に
、
天
暦
二
年
八
月
、

　

丁
卯
、
大
駕
至
大
都
、
戊
辰
、
戟
翰
林
國
史
院
官
、
同
杢
章

　

閣
學
士
、
采
輯
本
朝
典
故
、
準
唐
宋
會
要
、
著
篤
経
世
大
典
、

と
、
復
位
後
最
初
の
還
鄙
０
翌
日
、
『
さ
っ
そ
く
編
輯
の
命
が
下

っ
て
ゐ
る
の
を
始
め
、
至
順
元
年
正
月
に
は

　

丙
辰
、
命
趙
世
延
趙
世
安
、
領
纂
脩
経
世
大
典
事
、

二
月
に
は

　

庚
寅
、
以
脩
経
世
大
典
、
久
無
成
功
、
専
命
杢
章
閣
阿
隣
帖

　

木
見
忽
都
魯
鄙
兄
迷
失
等
、
謬
國
言
所
紀
典
章
篤
漢
語
、
纂

　

脩
則
趙
世
延
霞
集
等
、
而
燕
痘
木
兄
如
國
史
例
監
脩
、

九
月
に
は
、

　

己
亥
、
以
型
章
閣
纂
修
経
世
大
典
、
命
省
院
毫
諸
司
、
以
次

　

宴
其
官
属
、
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至
順
二
年
四
月
に
は
、

　
　
　
　

－

　
　
　

戊
辰
、
以
奎
章
閣
以
纂
修
経
世
大
典
、
請
従
翰
林
國
史
院
、

　
　
　

取
脆
ト
赤
顔
一
書
、
以
紀
大
組
以
来
事
蹟
、
詔
以
命
翰
林
學

　
　
　

士
承
旨
押
不
花
塔
失
海
牙
、
押
不
花
言
、
脆
ト
赤
顔
事
開
秘

　
　
　

禁
、
非
可
外
人
傅
寫
、
臣
等
不
敢
奉
詔
、
従
之
、

　
　

五
月
に
は
、

　
　
　

乙
未
、
全
章
閣
學
士
院
纂
修
皇
朝
経
世
大
典
成
、

　
　

と
「
本
紀
」
に
見
え
る
の
は
、
い
づ
れ
も
「
経
世
大
典
」
編
纂

　
　

に
開
す
る
記
事
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
は
漢
文
以
外
の
も
の
Ｏ

　
　

編
纂
も
行
は
れ
た
。
至
順
三
年
五
月
の
條
に

　
　
　

甲
戌
、
撒
迪
請
備
録
皇
上
登
極
以
来
固
譲
大
凡
、
往
復
奏
答
、

　
　
　

其
除
訓
戟
群
命
、
及
燕
眠
木
兄
等
宣
力
効
忠
之
蹟
、
命
菜
来

　
　
　

椿
篤
蒙
古
脆
卜
赤
顔
一
書
、
置
之
全
章
閣
、
従
之
、

　
　
　

と
あ
る
。
。

　
　
　

ま
た
刊
行
０
事
業
も
行
は
れ
た
。
虞
集
の
「
皇
圖
大
訓
序
」

　
　
　
　
　

「
學
古
録
」

　
　
　

に
は
巻
二
十
二

　
　
　

天
暦
二
年
、
天
子
始
作
奎
章
閣
ご

　
　
　

又
扨
齢
文
監
、
表
章
儒
術
、
取
其
書
之
開
繋
於
治
教
者
、
以

　
　
　

次
幕
印
而
傅
之
、

2
3

　
　

と
、
「
治
教
」
に
盆
あ
る
書
を
刊
行
す
る
の
が
、
こ
の
閣
の
目
的

で
あ
る
む
ね
を
記
し
、
さ
て
こ
０
「
皇
圖
大
訓
」
は
、
先
臣
許

衡
が
世
祖
皇
帝
に
進
講
し
ま
っ
っ
た
も
０
を
゜
、
そ
０
子
な
る
許

師
敬
が
敷
術
し
、
そ
れ
を
更
に
翰
林
學
士
承
旨
に
し
て
知
経
記

事
な
る
阿
燐
帖
木
兄
と
、
全
章
閣
大
學
士
に
し
て
知
経
記
事
な

る
忽
都
魯
鄙
兄
迷
失
が
、
國
語
に
詳
潤
せ
る
も
の
で
、
有
用
の

書
な
れ
ば
刊
行
し
た
ま
ふ
む
ね
を
、
記
し
て
ゐ
る
。
そ
０
ほ
か

「
本
紀
」
の
至
順
三
年
五
月
の
條
に
は
、

　

戊
午
、
命
奎
章
閣
學
士
院
、
以
國
字
詳
貞
観
政
要
、
鏝
板
模

　

印
、
以
賜
百
官

と
、
「
貞
観
政
要
」
の
翻
謬
刊
行
を
、
至
順
元
年
九
月
に
は
、

　

甲
申
、
命
襲
文
監
、
以
燕
綴
木
兄
世
家
、
刻
版
行
之
、

と
、
篠
臣
燕
眠
木
兄
の
世
家
が
刊
行
さ
れ
た
む
ね
が
見
え
る
。

　

奎
た
破
謐
０
こ
と
に
あ
づ
か
る
の
も
、
そ
の
職
掌
で
あ
っ
て

天
暦
二
年
十
月
に
は
、

　

丙
申
、
中
書
省
臣
言
、
臣
等
謹
集
椙
密
院
御
史
豪
翰
林
集
賢

　

院
奎
章
閣
太
常
噌
儀
院
噌
部
諸
臣
僚
、
議
上
大
行
皇
帝
奪
４
　
、

　

口
翼
猷
景
孝
皇
帝
、
廟
破
明
宗
、
國
言
説
銃
曰
護
部
篤
皇
帝
、

法
、
太
行
皇
帝
０
謐
競
の
議
に
あ
づ
か
り
、
同
じ
く
十
二
月
に

は
、
文
宗
０
叔
母
で
あ
｡
=
＼
、
ま
た
皇
后
の
母
で
も
あ
る
皇
姑
魯

國
大
長
公
主
に
、
封
琥
を
お
く
る
に
営
っ
て
も
、
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論
廷
臣
曰
、
皇
姑
魯
國
大
長
公
主
、
蚤
寡
守
節
、
不
従
諸
叔
、

　

１
　
恂
鞠
育
遺
孤
、
其
子
襲
王
吋
女
配
予
一
人
、
朕
思
庶
民

　

若
是
者
、
猶
宮
窪
表
、
況
在
諮
親
乎
、
趙
世
延
虞
集
等
可
議

　

封
琥
以
聞
、

と
、
杢
章
閣
大
學
士
趙
世
延
と
、
侍
書
學
士
虞
集
が
御
用
を
承

っ
て
ゐ
る
。

　

ま
た
蒙
古
貴
族
の
子
弟
の
教
育
も
、
こ
０
閣
の
授
経
郎
０
仕

事
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
説
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
や
う
な
編
纂
、
翻
詳
、
刊
行
、
教
育
と

い
ふ
や
う
な
仕
事
の
ほ
か
に
、
こ
の
閣
の
仕
事
と
し
て
は
、
も

っ
と
重
要
な
こ
と
が
あ
？

或
ひ
は
、
文
宗
が
こ
の
閣
を
開
い
た
其
の
目
的
は
そ
こ
に
あ
っ

た
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
の
こ
と
を
最
も
よ
く
示
す
の
は
「
傾
耕
録
」

の
次
の
記
事
で
あ
る
。

　

文
宗
之
御
全
章
日
、

學七巻

以
討
論
法
書
名
書
篤
事

士
處
集
、
博
士
何
九
思
、
常
侍
従
、

、
時
授
鰹
郎
掲
桃
斯
、
亦
在
列
、
比

之
集
九
思
之
承
寵
作
者
、
則
梢
疏
、
因
潜
著
一
書
、
曰
金
９
　

政
要
、
以
進
、
二
人
不
知
也
、
萬
幾
之
暇
、
毎
賜
披
官
、

及
晏
朝
有
害
授
経
郎
献
書
圖
行
于
世
、
販
有
深
意
存
焉
、
句

曲
外
史
張
雨
題
詩
曰
、
侍
書
愛
題
博
士
書
、
日
日
退
朝
書
満

　

林
、
奎
章
闇
中
観
政
要
、
無
人
知
有
授
経
郎
、
恭
弓
作
役
、

　

虞
必
題
故
云
、

　

つ
ま
り
文
宗
は
、
毎
日
こ
０
閣
に
於
て
、
侍
書
學
士
虞
集
、

啄
書
博
士
拘
九
思
な
ど
を
相
手
に
、
「
法
書
名
書
の
討
論
を
事
と

し
て
ゐ
た
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
私
か
以
下
に
引
く

数
々
の
資
料
は
、
こ
０
「
禎
耕
鐘
」
の
言
葉
が
事
賓
で
あ
る
こ
と

を
謐
明
す
る
。

　

元
の
宮
廷
に
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
た
書
書
の
来
歴
を
、
私
は
詳
か

に
せ
ぬ
。
「
秘
書
志
」
犬
に
よ
れ
ば
世
岨
の
至
元
十
四
年
二
月
、

接
櫓
匠
焦
慶
安
の
計
算
で
は
、

　

書
軸
大
小
相
談
作
二
幅
、
計
一
千
軍
九
軸
、

あ
っ
た
と
い
０
　
、
０
ち
順
帝
の
至
正
二
年
に
は

　

書
書
二
千
軍
八
軸

あ
っ
た
と
い
ふ
。
と
に
か
く
相
富
の
量
で
あ
る
。
ま
た
新
た
に

捜
訪
も
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
文
宗
は
そ
れ
を
披
覧
し
て
、
翰

墨
の
楽
し
み
に
耽
っ
た
も
の
ら
し
い
。
虞
集
の
「
道
園
學
古
鐘
」

の
省
二
十
一
か
ら
省
二
十
六
ま
で
は
「
庶
制
録
」
で
あ
っ
て
、
す

べ
て
座
制
０
文
字
で
あ
る
が
、
う
ち
「
題
周
恰
臨
韓
幹
明
皇
出

游
圖
」
「
明
皇
出
遊
圖
」
「
董
元
夏
景
山
口
待
波
圖
」
「
徽
宗
書
梨

花
青
禽
圖
」
「
趙
千
里
小
景
」
「
燕
文
貴
小
景
」
〔
趙
千
里
出
峡
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圖
」
「
菖
能
羅
漢
圖
」
「
自
楽
天
重
屏
圖
」
「
陳
間
書
中
宗
射
鹿

　
　

よ
っ
た
。
文
宗
が
泰
定
帝
０
忌
譚
に
ふ
れ
、
ま
だ
懐
王
と
し
て

　
　

圖
」
「
羅
漢
圖
」
「
韓
幹
馬
」
「
曹
霜
下
槽
馬
」
「
韓
晋
公
滉
土
星

　
　

金
陵
に
ゐ
た
時
分
、
玄
妙
観
０
冶
亭
に
遊
び
、
虞
集
の
高
額
に

　
　

像
」
「
胡
虔
取
水
蕃
部
圖
」
「
膝
昌
砧
碩
香
睡
鶴
周
」
と
い
ふ
詩
、

　

感
心
し
た
０
が
、
異
日
０
寵
遇
０
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
虞
集

　
　

ま
た
廃
制
録
の
外
で
は
あ
る
が
ヽ
「
廃
制
題
王
胆
喪
具
王
圖
」
べ

　

は
そ
ｏ
次
第
を
自
ら
「
飛
龍
亭
記
」
％
夕
學
七
Ｊ
七
〇
な
か
に
記

　
　

は
、
い
づ
れ
も
奎
章
閣
の
賓
檜
に
軟
を
奉
じ
て
題
し
た
も
の
で

　
　

し
て
い
ふ
、

　
　

あ
る
ｌ
ま
た
偶
候
斯
に
も
「
題
明
皇
出
游
圖
廃
制
」
「
題
胡
虔

　
　
　

昔
者
文
宗
皇
帝
之
在
潜
邸
、
東
南
海
岳
湖
江
之
上
、
車
轍
馬

　
　

汲
水
蕃
部
圖
廃
制
」
「
題
辛
澄
蓮
華
観
音
像
廃
制
」
及
び
「
韓

　
　
　

足
有
所
至
焉
、
則
守
吏
民
庶
、
欣
感
聚
幸
、
隨
而
表
之
、
以

　
　

滉
土
星
像
曹
将
軍
下
槽
馬
圖
」
「
韓
幹
馬
」
「
宋
徽
宗
成
子
殿
曲

　

ヽ
識
其
愛
基
之
意
、
四
方
在
金
陵
時
、
行
邸
去
冶
亭
篤
近
、
上

　
　

宴
蔡
京
間
御
書
御
記
」
を
内
容
と
す
る
「
題
内
府
書
四
首
庶
制
」

　
　

時
遊
焉
、
一
日
使
命
且
至
、
賓
琳
出
宮
門
迎
候
、
途
時
従
官

　
　

が
あ
り
、
何
九
思
の
「
丹
邱
生
集
」
の
夥
し
い
題
書
の
詩
の
中

　
　
　

已
奉
御
供
具
至
門
、
則
知
上
已
至
冶
亭
久
矣
、
引
鍾
山
之
形

　
　

に
も
、
廃
制
の
作
が
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
、
俯
城
郭
之
佳
麗
、
顧
謄
徘
徊
、
悠
然
有
化
育
之
洽
焉
、

　
　
　

ま
た
「
頓
耕
録
」
に
よ
れ
ば
、
個
中
で
は
、
拘
九
思
が
書
を
か

　
　
　

従
臣
以
賓
琳
見
、
上
笑
日
、
道
人
何
避
客
之
久
也
、
賓
琳
頓

　
　

け
ば
、
虞
集
が
賛
を
す
る
と
い
ふ
風
に
、
し
ば
し
ば
侍
臣
が
墨

　
　
　

首
、
俯
伏
請
罪
、
上
曰
、
山
径
幽
雅
、
取
便
而
至
、
宜
爾
之

　
　

技
を
進
め
て
ゐ
る
０
で
あ
る
が
、
こ
０
閣
０
侍
臣
と
な
っ
た
も

　
　
　

不
知
、
題
冶
亭
者
虞
集
、
今
何
在
也
、
皆
對
曰
、
今
在
翰
林

　
　

の
は
、
み
た
常
時
の
翰
墨
の
名
流
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

充
學
士
、
命
王
借
家
奴
模
而
観
之
、
因
蔵
諸
銀
、

　
　
　

ま
づ
虞
集
は
詩
人
と
し
て
は
元
末
０
四
大
家
「
虞
楊
苑
掲
」

　
　

す
な
は
ち
、
致
和
元
年
０
あ
る
日
、
文
宗
は
微
行
で
冶
亭
に
遊

　
　
　

の
筆
頭
で
あ
り
、
書
も
「
書
史
會
要
」
に
、
「
具
七
草
篆
、
み
な

　

ん
だ
が
、
虞
集
ｏ
高
額
に
目
を
と
め
、
盛
へ
に
出
た
道
士
賓
琳

　
　
　

法
度
あ
り
、
古
隷
は
富
代
の
第
一
な
り
」
と
評
せ
ら
れ
る
大
家

　
　

に
尋
ね
た
ぺ
こ
０
額
を
書
い
た
虞
集
は
、
た
ゞ
今
ど
う
し
て
を
・

　
　
　

で
あ
る
。
文
宗
の
虞
集
に
對
す
る
信
任
は
甚
だ
厚
か
っ
た
や
う

　
　

る
か
。
」
「
翰
林
の
學
士
で
ご
ざ
い
ま
す
る
。
」
と
奉
答
す
る
と
、
。

コ

　

で
あ
る
が
、
そ
０
恩
遇
の
端
緒
は
、
そ
も
そ
も
翰
墨
の
因
縁
に

　
　

側
近
に
命
じ
て
額
０
字
を
寫
し
取
ら
せ
、
手
箱
に
収
め
た
と
い
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お

　

ふ
０
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
翌
天
暦
二
年
の
三
月
二
十
五
日
、
帝

　
　

は
既
に
帝
位
に
つ
き
、
新
に
開
い
た
ば
か
り
０
奎
章
閣
に
臨
御

　
　

し
て
ゐ
た
が
、
侍
書
學
士
と
し
て
傍
に
は
べ
る
の
は
、
あ
だ
か

　
　

も
思
０
　
出
０
皮
集
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
君
臣
０
間
に
は
次
０
や

　
　

う
な
會
話
が
取
り
か
は
さ
れ
た
。

　
　
　

明
年
之
三
月
二
十
五
ぼ
、
臣
侍
立
奎
章
、
上
顧
謂
曰
、
汝
猶

　
　
　

憶
冶
亭
乎
、
亭
傍
松
富
加
長
茂
、
臣
集
對
日
、
集
到
冶
亭
時
、

　
　
　

末
種
松
也
、
上
曰
、
設
遊
冶
亭
、
見
卿
書
、
以
篤
繋
千
載
之

　
　
　

思
、
宜
慨
設
懐
、

　
　
　

「
そ
ち
は
ま
だ
冶
亭
の
こ
と
を
党
え
て
を
る
か
、
亭
０
傍
の

　
　

あ
の
松
も
、
定
め
し
大
き
う
な
っ
た
ら
う
な
」
、
「
い
や
私
か
あ

　
　

す
こ
へ
參
り
ま
し
た
折
に
は
、
ま
だ
松
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

　
　

た
」
「
さ
う
か
、
わ
し
は
冶
亭
へ
行
っ
て
、
そ
ち
０
書
七
見
て
、

　
　

こ
れ
は
な
か
な
か
の
器
量
人
と
、
大
い
に
感
服
し
た
の
ぢ
や
、
」

　
　

と
い
ふ
ふ
う
な
問
答
が
、
奎
章
閣
で
取
り
交
さ
れ
た
わ
け
で
あ

　
　

る
。
虞
集
０
こ
０
文
は
文
宗
崩
後
の
作
で
あ
っ
て
、

　
　
　

嵯
夫
亭
成
至
于
今
十
有
一
年
、
而
文
宗
皇
帝
之
棄
臣
民
い
将

　
　
　

八
年
矣
、
微
臣
辱
在
草
野
、
未
先
朝
露
、

　
　

云
々
と
、
昔
日
０
殊
遇
を
追
恭
し
っ
ゝ
文
を
結
ん
で
ゐ
る
が
、

　
　

文
宗
の
翰
墨
に
對
す
る
嗜
好
は
は
や
く
諸
王
時
代
か
ら
の
こ
と

で
あ
り
、
且
つ
霞
集
の
書
を
賞
識
す
る
だ
け
の
鑑
別
力
を
そ
な

へ
て
ゐ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
な
ほ
皮
集
は
「
途
道
士
趙
虚
一

諾
金
陵
」
と
い
ふ
七
絶
べ
に
に
録
」
０
序
に
も
ヽ
こ
の
挿
話
を
記

し
・
て
ゐ
る
。

　

三
月
二
十
五
日
、
集
侍
立
延
闇
、
上
顧
問
集
、
嘗
至
金
陵
否
、

　

集
謹
對
曰
、
嘗
到
、
又
曰
、
冶
亭
是
汝
所
題
、
往
年
八
九
至

　

其
處
、
新
松
富
長
茂
矣
、
集
謹
對
曰
、
臣
猶
是
未
種
松
時
到

　

也
、
近
臣
奏
曰
、
玄
妙
住
持
進
士
趙
憲
一
所
種
也
、
上
曰
、

　

然
、
又
顧
集
曰
、
已
陸
観
篤
宮
、
汝
知
之
乎
、
集
謹
對
曰
、

　

臣
奉
勅
題
傍
賜
之
矣
、
是
日
趙
虚
一
末
別
弱
江
南
、
部
告
以

　

聖
上
不
忘
冶
亭
之
意
、
又
三
日
呉
大
宗
師
賦
詩
噌
行
、
董
先

　

生
篤
持
巻
来
索
賦
、
因
鐘
所
得
聖
語
如
上
云
、

１
次
に
何
九
思
も
、
文
宗
が
南
方
で
志
を
得
ぬ
時
代
、
翰
墨
の

才
を
以
て
知
遇
を
得
た
人
物
で
あ
り
、
奎
章
閣
が
開
か
れ
る
と

阪
書
博
士
と
し
て
専
ら
書
書
の
鑑
別
を
掌
り
、
皮
集
と
共
に
信

任
を
受
け
た
・
事
は
徐
顧
ｏ
「
稗
史
集
傅
」
に
Ｊ
７
　
　
い
史
」
に
見

え
る
。

　

柳
九
思
、
宇
敬
仲
、
台
州
仙
居
人
也
、
以
父
蔭
補
華
亭
肘
、

　

不
就
、
遇
文
宗
皇
帝
于
潜
邸
、
及
部
位
、
擢
篤
典
瑞
院
都
事
、

　

置
奎
章
閣
、
特
授
學
士
院
駿
書
博
士
、
凡
内
府
所
截
法
書
名
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書
、
咸
命
皆
定
、
賜
牙
章
、
得
通
籍
禁
署
、
念
其
父
謙
善

　

教
、
錫
碑
名
訓
忠
、
勅
侍
讃
學
士
虞
集
篤
文
、
以
控
之
、
寵

　

顧
日
隆
、

　

も
っ
と
も
後
に
は
、
そ
の
恩
寵
を
人
に
そ
ね
ま
れ
て
、
御
史

の
弾
劾
を
受
け
、
奎
章
閣
を
去
ら
ね
ば
廠
ら
ね
こ
と
に
な
っ

た
。
「
稗
史
集
傅
」
に
は
語
を
つ
い
で
い
ふ
、

　

由
是
言
者
見
忌
‘
公
乗
間
脆
白
上
目
、
臣
以
文
酪
末
技
、
遭

　

逢
聖
明
、
而
踪
跡
孤
危
、
殯
越
無
地
、
願
乞
補
外
以
自
効
、

　

庶
幾
仰
報
日
月
照
臨
之
萬
て
惟
陛
下
哀
憐
幸
甚
、
上
日
、

　

股
在
。
汝
復
何
憂
、
翌
日
御
史
章
入
、
不
報
、
故
事
諌
臣
言

　

不
行
則
納
印
請
去
ヽ
上
重
違
諌
臣
ヽ
意
而
徳
町
蒜
危
公
、

　

召
公
論
之
曰
、
股
本
意
留
卿
、
而
欲
伸
言
者
路
、
已
勅
中
書

　

除
外
、
卿
其
少
避
、
侯
服
至
上
京
、
宣
汝
矣
、
公
河
且
泣
附

　

出
、
而
中
書
竟
格
詔
不
行
、
末
幾
大
行
上
賓
、

文
宗
は
御
史
の
意
に
た
が
ふ
を
お
そ
れ
、
や
む
な
く
九
思
を
遠

ざ
け
た
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
前
に
引
い
た
「
軽
耕
録
」
に

よ
れ
ば
、
こ
れ
は
偶
佻
斯
の
策
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
時
に

至
順
二
年
九
月
で
あ
っ
て
「
本
紀
」
に
は
、

　

葵
巳
、
御
史
毫
臣
劾
、
奎
９
　
閣
曝
書
博
士
村
九
思
、
性
非
純

　

良
、
行
極
矯
誦
、
挾
其
末
技
、
趨
附
後
門
、
請
罷
馴
之
、

と
見
え
る
。
｀
な
ほ
九
思
の
集
は
、
今
は
完
本
が
な
く
、
清
末
膠

茶
孫
の
作
っ
た
輯
本
が
村
逢
時
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
、
近
ご
ろ

更
に
そ
の
堵
訂
本
が
、
「
仙
居
叢
書
」
に
収
め
ら
れ
た
。
い
ま
は

そ
れ
を
用
ひ
る
。
ま
た
除
談
な
が
ら
、
私
は
先
日
、
大
阪
美
術

館
で
行
は
れ
た
阿
部
氏
爽
簸
館
の
展
観
で
、
九
思
の
墨
竹
一
幅

を
見
、
思
古
の
幽
情
を
琶
し
た
。

　

次
に
柄
九
思
追
ひ
出
し
０
張
本
人
と
目
さ
れ
る
偶
候
斯
は
猿

章
の
人
で
あ
っ
て
、
詩
は
虞
集
と
共
に
、
い
は
ゆ
る
「
虞
楊
苑

掲
」
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
行
賓
は
「
元
史
」
に
傅
０
あ
る
ほ

か
、
欧
陽
玄
の
墓
誌
銘
Ｅ
四
ぺ
と
黄
滑
の
祁
道
碑
銘
餌
Ｅ

に
十
に
詳
し
い
・
も
と
も
と
世
祖
の
文
臣
程
組
夫
の
従
妹
の
婿

で
あ
る
が
、
授
維
郎
と
し
て
奎
章
閣
に
入
り
動
臣
の
子
弟
の
教

育
に
あ
た
っ
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。
至
順
元
年
に
は
経
世

大
典
の
編
纂
に
預
り
、
三
年
に
書
が
成
る
と
、
蓼
文
監
參
映
校

書
籍
事
と
な
っ
た
の
が
、
奎
章
閣
に
於
け
る
官
歴
で
あ
る
。

　

な
ほ
こ
ｘ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
虞
集
梢
九
思
掲
候
斯
み
な

南
人
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
南
人
が
例
外
的
に
し
か
登
庸
さ
れ

な
か
っ
た
世
祖
朝
０
収
態
と
は
こ
の
鮎
で
も
よ
ほ
ど
違
っ
て
ゐ

る
。
０
み
な
ら
す
文
宗
は
柳
九
思
に
命
じ
て
、
更
に
南
人
を
一
物

色
さ
せ
た
こ
と
が
あ
り
、
九
思
は
、
韓
性
と
張
漏
と
を
す
き

-
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如

　

た
。
事
は
資
現
し
た
か
っ
た
が
、
全
章
閣
の
空
気
を
察
す
べ
き

２

　

資
料
で
は
あ
ら
う
。
事
は
九
思
の
次
の
詩
に
見
え
る
。
鰐
望

　
　
　

至
順
初
、
上
嘗
御
奎
章
閣
、
太
禧
使
明
理
董
阿
、
中
書
左
丞

　
　
　

趙
世
安
、
大
司
農
卿
吟
刺
八
兄
侍
、
上
従
容
詞
求
江
南
之
士
、

　
　
　

臣
九
思
以
韓
性
張
温
庶
詔
、
上
曰
、
悦
脩
皇
朝
経
世
大
典
畢
、

　
　
　

卿
至
江
南
刊
梓
時
、
可
親
篤
朕
召
此
二
人
１
　
来
、
試
之
館
閣
、

　
　
　

九
思
再
科
曰
、
幸
甚
、
後
有
近
臣
自
南
使
還
者
、
上
問
此
二

　
　
　

人
、
其
人
亦
曰
佳
士
、
上
頗
悦
、
後
竟
因
循
逐
隔
、
今
畢
事

　
　
　

玉
山
、
思
之
泣
然
流
沸
、
玉
山
請
詩
以
紀
、
因
篤
四
十
字
、

　
　
　

以
寄
二
子
云
、

　
　
　

二
美
人
間
少
、
胡
篤
沿
海
涯
。
文
章
聯
璧
貴
バ
聾
襟
九
重
知
、

　
　
　

宣
室
今
無
召
、
邱
園
漫
有
詩
、
蒼
梧
靉
靉
雲
、
回
首
涙
室
垂
、

　
　
　

も
っ
と
も
、
全
章
閣
の
侍
臣
の
な
か
に
も
北
方
の
漢
人
が
ゐ

　
　

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
済
南
の
李
洞
の
如
き
は
北
人
で
あ

　
　

る
が
、
全
章
閣
承
制
學
士
と
な
り
、
「
輔
治
篇
」
を
進
め
て
、
文

　
　

宗
に
嘉
納
せ
ら
れ
た
と
、
「
元
史
」
の
本
傅
に
見
え
る
。
た
ヾ
別

　
　

に
拙
著
「
元
雑
劇
の
作
者
」
（
下
）
巧
琵
匹
作
醇
Ｊ
一
で
説
く
や

　
　

う
に
、
元
の
末
年
の
文
學
の
状
況
は
、
南
人
が
め
ざ
ま
し
く
進

　
　

出
す
る
に
反
し
、
北
人
の
文
學
は
錦
沈
の
一
途
を
辿
っ
だ
の
で

　
　

あ
っ
た
。
さ
う
し
た
情
勢
が
奎
章
閣
内
へ
も
反
映
し
た
の
は
、

や
む
を
得
ぬ
次
第
で
あ
っ
た
。

　

な
ほ
文
宗
の
書
書
癖
に
開
連
し
て
、
言
及
し
て
鳶
き
た
い
の

は
前
に
も
鯛
れ
た
皇
姑
魯
國
大
長
公
主
０
こ
と
で
あ
る
。
モ
嶽

生
０
「
元
史
公
主
列
傅
」
を
見
る
と
、
長
公
主
、
名
を
畔
寄
吉

刹
と
い
ひ
。
文
宗
の
父
武
宗
０
妹
で
あ
る
が
、
魯
公
珊
脊
不
利

に
嫁
し
て
女
子
を
生
み
、
そ
０
女
子
が
文
宗
の
皇
后
と
た
っ

た
。
文
宗
か
ら
い
へ
ば
叔
母
に
営
る
と
共
に
、
し
う
と
め
で
も

あ
る
。
従
っ
て
文
宗
は
こ
の
長
公
主
に
い
つ
も
鄭
重
に
仕
へ

た
。
前
に
引
い
た
や
う
な
記
載
が
「
元
史
」
０
本
紀
に
あ
る
ほ

か
、
梢
九
思
の
「
宮
詞
」
な
ど
に
も
、

　

玉
椀
調
冰
湧
雪
花
、
金
絲
纒
扇
繍
紅
紗
、
採
釜
御
製
題
端
午
、

　

勅
逍
皇
姑
公
主
家
、

と
い
ひ
、
そ
の
自
注
に
、

　

皇
姑
者
、
魯
國
大
長
公
主
、
皇
后
之
母
也
。
天
暦
二
年
端
午
、

　

上
賜
甚
厚
、
並
御
詩
逍
之
、

な
ど
と
見
え
る
。
ヨ
皿
心
と
こ
ろ
で
こ
の
長
公
主
０
府
に
は

多
く
の
書
書
が
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
た
ら
し
く
、
袁
梢
の
「
清
容
居

士
集
」
０
巻
第
四
十
五
は
、
全
巻
「
皇
姑
魯
國
大
１
　
公
主
圖
霊

奉
歌
題
」
で
あ
っ
て
、
「
徽
宗
扇
面
」
「
定
武
蘭
亭
」
以
下
四
十

一
〇
書
書
に
詩
を
題
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
そ
の
後
忙

32
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附
せ
ら
れ
た
「
魯
國
大
長
公
主
圖
書
記
」
に
よ
る
と
、
英
宗
ｏ
至

治
三
年
三
月
ご

在
位
者
」
を
南
城
の
天
慶
寺
に
招
待
し
て
宴
を
張
っ
た
醐
、
そ

　

さ
て
か
く
文
宗
は
、
在
位
五
年
の
間
、
日
に
楽
章
閣
に
御
し

て
文
學
侍
従
の
臣
と
、
翰
１
　
０
楽
し
み
に
耽
っ
た
の
で
恚
り
、

そ
０
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
’
　
.
ｆ
ｔ
そ
ら
く
宋
の
徽
宗
に
あ
っ
た

の
府
の
圖
書
に
題
し
た
も
の
と
い
ふ
。
公
主
が
ど
れ
ほ
ど
の
鑑

　
　

と
察
せ
。
ら
れ
る
が
、
で
は
こ
０
蒙
古
人
０
天
子
自
身
０
、
翰
墨

賞
眼
を
も
つ
て
ゐ
た
か
は
別
と
し
て
、
文
宗
の
書
爰
癖
は
、
こ

　

ヽ
の
能
力
は
い
か
ゞ
で
あ
つ
た
ら
う
か
。
次
貌
を
待
た
れ
た
い
。

の
長
公
主
の
収
蔵
と
、
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

昭
和
十
八
年
十
月
以
降

　
　

京
都
帝
大
東
洋
史
関
係
講
義
題
目

　
　
　
　
　

東

　

洋

　

史

普

　

講

　

東
洋
史
（
概
説
）
第
一
部

　
　
　

那

　

波

　

数

　

授
２

　
　
　
　

東
洋
史
（
概
説
）
第
二
部

　
　
　

宮
.
　
＊

　

助
教
授
２

特

　

講

　

隋
唐
時
代
に
於
け
る
地
方
行
政

　

那

　

波

　

政

　

授
２

南
宋
時
代
の
通
貨
問
題

南

　

洋

　

華

　

僑

　

史

満
鮮
上
代
の
文
化

元
代
公
堕
の
研
究

（
昭
和
十
八
年
八
月
三
日
）

　
　
　
　

フ
フ
デ
プ
テ
ル
の
研
究

　
　
　
　

元
朝
の
財
政
と
財
政
政
策

講

　

読
宋
史
食
貨
志
講
読

　
　
　
　

南
海
開
係
史
籍
講
読

演

　

習

　

廠
煌
発
見
民
間
文
書
の
研
究

考

　

古

　

學

石
演
講
師
２

愛
宕
講
師
２

宮

　

崎

　

助
教
授
２

田

　

村

　

助
教
授
２

那
波
教
授
２

宮

　

崎

　

助
教
授
２

　
　

特

　

講

　

支
那
の
彫
塑
蓼
術
’
゛

　

水

　

野

　

講

　

師
２

田

　

村

　

助
款
授
２

梅
原
教
授
２

　
　
　
　
　
　

美

　
　
　
　

學

安

　

部

　

助
敬
授
２

　
　

特

　

講

　

丿
四
匹
に
於
け
る
印
度
美
術

　
　

上

　

野

　

講

　

師

２
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